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て， M村住民の生業活動と， M村を含む調査地域のムスリムの一方的贈与とを，題材としてとりあげる o
・論文の構成と内容
論文全体は， 12章からなる o 1 章序論では，先行研究を批判的に検討し，論文のテーマと研究視点を明らかにする。
2 章では，バングラデシュの村落レベルの社会的境界と行政単位，筆者の調査地について概説する。本論は， 1 部























における人と人との関わり方についてである o 大きくは 2 つの問題を扱う。 l つは，地域の施しの慣行と物乞の存在





もう 1 つは， M村のムスリム集落という特定の空間領域に焦点をあて， ヒジュラ暦にもとづく宗教行事，葬送儀礼，
などにおける一方的贈与(食事のふるまい，肉の分配，労働力提供など)をめぐる，一般住民のあいだでの社会関係








I 部， II 部で扱う調査資料の内容や性格は異なるが，論文全体をとおして強調したいのは，調査地の村落社会が，
外部の者にとっては「とらえどころのない村」にみえても，そこで生きる人々にとっては，共有された経験と意識の
なかに，生活の現場としての空間，社会領域が確実に存在しているということである。そこでは，経済的格差が社会
関係を作るのではなく，経済，社会の現状のなかで，人と人との多様な関係が展開される。住民それぞれが， 日々の
様々な行為のなかで他者との差異を示し，第 3 者の評価をとおして，自己を社会に位置づけてゆく。不安定な経済，
社会状況において，特定の社会関係に固執しそれを維持することによって安全を確保するのではなく，対他関係を可
変的なものにとどめ相手や状況，利害にしたたかに応じうる可能性を残そうとする白人と人との対面的な関わりの繰
り返しと共有された経験の積み重ねのなかで，社会的境界や住民としての意識が，かたちを変えながら存在し，状況，
目的におうじて人々の行為のなかに顕在化し， ときには集団としての行動を促す。この論文は，バングラデシュの一
村落社会の住民の，無数の活動と動的な社会関係の一面を，生業活動と一方的贈与という限られた問題から扱い，変
容する社会の一時期を描いたひとつの事例研究であるo
論文審査の結果の要旨
本論文は，バングラデシュの村落社会の文化人類学的な長期集中的フィールドワーク研究の成果であるo
本論文の特色は，従来，その社会集団や社会組織やまた序列システムの面で，まとまりや組織性が弱く，村落社会
の自立性や持続性において「とらえどころのない村」とみなされてきたバングラデシュ村落社会を，そこに住む住民
の側を中心とする立場からとらえることによって， これまでの「外部」の視点に対する「内部」の視点からみた村落
社会像を提出しようとするところにある。とくにあくまでも村落社会の日常(現場)における人々の生活のあり方を
徹底的に観察し理解することによって，そこに住む人たちの世界がきわめて動的ではあるが，まとまりをもっ社会関
係を有することを明らかにした。これはバングラデシュ村落社会への実証的研究による新しい社会像の提出であり，
画期的な研究の出現と評されるべきものといえる。
外部からは容易にとらえられない印象を与えるバングラデシュの村落社会の性格を，本研究者は第一に，住民たち
が「自己」の社会的位置づけをいかに行うかを通して明らかにしようとした。強固に制度化されてはいないが，日々
繰り返されるさまざまな行為(労働や贈与の仕方)の中で「他者J との差異が示され， r自己」の位置づけがなされ
てゆく。第二に，人々の関係が可変的な社会関係を中心にすることに注目し，固定された社会関係を維持してゆくの
とは別の社会関係が存在することを明らかにした。相手や状況，また利害に従って対応されるきわめて動的な社会関
係のあり方が明らかにされた。
第三に，集団のあり方の特徴を示した点があげられる o 明確なメンバーシップによる強固な組織集団は見いだされ
ないが，人々は共有されたいくつかの経験の中で住民としての意識や社会的境界をっくり上げているo 事件を通して
の他の地域の住民に対する対他意識をもつことや儀礼などへの参加による集団行為によって，それが行われるが，全
体として大変動的な集団のあり方が明らかにされた。
以上の諸点が，実態調査に基づく詳細な事例研究を通して示されている。大変見事なフィールドワーク研究の成果
と評価される D
本研究は，バングラデシュ社会の研究として貴重な学的貢献であり，また従来の研究に対して長期的集中的調査研
究を通して新しい観点を提示した文化人類学上の独創的研究成果と評価できる o また日本の学会に大きく欠ける，バ
ングラデシュそして南アジア地域の研究としても， これまでの欠を埋める貴重な学問的寄与と見なすことができる。
以上の面からみて，文化人類学的専門研究として高く評価のできる労作であり，十分博士学位に値する研究である
とみなすものである。
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